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令和６年度 東京都立府中高等学校  学校経営報告 

 令和７年3月31日 

校長 奥秋 將史 

 

「名門復活」と「向上進取の精神と高い志の涵養」を目指し、最重要課題「学校の組織的な教育力の強化」を推進してき

た、今年度の結果である。今年度の結果を検証し、改善を加え、次年度へ反映させ、学校全体で取り組んでいく。 

下線は昨年度比で上昇した数値を示す。 
 

６年度の数値目標 ６年度成果 令和５年度 ←令和４年度 ←令和３年度   

① 国公立大現役合格者数 １０名以上   ６名 ５名   ← ４名   ← ３名       

② 難関私立大（早慶上理）現役合格者数 ８名以上   ０名 １名   ← １名    ← ５名    

③ 上位私立大（ＧＭＡＲＣＨ等）現役合格者数 ５０名以上  １８名 ２７名  ←３０名    ←５５名   

④ 日東駒専現役合格者数 ９０名以上  ８０名 ７７名  ←８３名    ←６５名   

⑤ 大学入学共通テスト受験者数及び平均得点上回り率 180名、1.00以上 １９６名 0.92 150名  ←154名      ←152名      

⑥ 全国模試３教科・科目1年生の平均偏差値 ４８以上  48.5 48   ←46.7     ←44.8    

⑦ 全国模試３教科・科目2年生の平均偏差値 ４９以上  48.8 47.1  ←46.8      ←47.2   

     

（１）教育活動の目標と方策に関する評価 ※内部評価はA満足 B概ね満足 C改善が必要の3段階 

項目 内部評価 成果と課題 改善策 

学習指導 
進路指導 

1 

国公立大や難関私立大を意識した
各教科の組織目標を設定し、具体
的な学習方法を明示して、組織的・
効果的な指導を行う。 
英語教育推進校指定後の４技能習
得に努め、検定試験等を活用して
習熟の度合いをはかる。 

C 

〔成果〕外部教育機関講師による大
学入学共通テスト動向の研究研修会
による面談等の活用。英語４技能対
策GTEC到達度及び分析の実施。教
科受験指導の見直し。 
 
〔課題〕大学入学共通テスト受験者数
が減少傾向、平均得点の上回り率の
上昇。総合型選抜受験希望者が増
加による指導が課題である。 

・各教科内で国公立大学や難関私
立大学等受験への対応として、共
通テストの難関私立大学レベルの
研究活動。 
・教科ごと模擬試験分析方法のノウ
ハウを構築し、学習指導への反
映。 
・教科内での大学入試問題を分析
し、具体的な指導の構築。 

2 

進学指導研究校として、進路指導
部主導による組織的な模試分析会
や進路検討会（ケース会議）を更に
推進し、全教職員による共通認識
のもと、より効果的な生徒への還元
に努め、一段高い生徒の進路実現
を図る。 

C 

〔成果〕模擬試験分析ソフトの有効活
用研修会の実施。立志塾による国公
立難関私立大学志望者への支援(講
習計画、外部機関講師による共通テ
ストガイダンス、小論文志望理由書
講演会指導、) 
〔課題〕生徒の学力到達度及び受験
志望状況の共有による学習指導体
制及び内容の見直し。各教科の組
織的な指導体制の強化。 

・教科単位の模試分析会の継続 
・ケース会議を出願検討会へ移行
して受験指導の促進、模試の事前・
振り返り指導の実施検討 
・個別面談指導、保護者受験ガイダ
ンス計画化 
・立志塾の戦略的な年間講習計画
の構築と個別指導の充実 

3 

 
土曜日を含む学期中及び長期休
業日中の補習・講習を各分掌・教
科・学年が連携し、計画的・組織的
に実施する。 
 

Ｂ 

〔成果〕計画的休業日、平日・土曜講
習の充実 
〔課題〕到達度を把握した効果的な講
習計画。 

・平日、土曜講習補習の組織的指
導体制 
・講習計画による教科の分業化 

4 

 
言語能力の向上を図るため、読書
活動を一層推進するとともに英語
検定等各教科に関連する検定受験
を推進する。 

Ｃ 

〔成果〕英語実用検定の準２級108名
２級81名合格。図書館ホームページ
が充実 
〔課題〕不読率の減少を目指し、新校
舎図書館でのビブリオバトルや読書
週間など読書活動の更なる推進を図
る。 
 

・英語技能外部検定の全員受験 
・貸出率、不読率の可視化。 
新聞の活用 

・探究学習の年間計画 

5 

 
普通科高校における特別支援教育
の推進を図ることにより、個別指導
計画等に基づく指導・支援を充実さ
せる。 

Ｂ 

〔成果〕多様な学習ニーズにおける
合理的配慮の校内研修会実施。通
級の指導体制の確立 
〔課題〕特別支援教育(発達障害等)
の理解推進及び外部機関との連携。 

・特別支援教育コーディネーター、
SCとの連携体制の充実 
・教育相談委員会随時開催、外部
機関との連携強化 

6 

 
各分掌、各教科の横断的かつ有機
的な取組を通して学校組織全体で
キャリア教育を推進していく。 

C 

〔成果〕分掌学年の連絡会 
拡大分掌部会、 
〔課題〕進路指導計画、キャリア教育
体制の見直し。 

・キャリアガイダンス進路指導部主
導 
・「府中のベクトル」、「年間LHR指導
計画」作成精査。 
・指導根拠の共有化推進 
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7 

 
ボランティアマインドの育成等、全
教育活動を通してオリンピック・パラ
リンピック教育を推進していく。 
 

C 
〔成果〕オリンピックのレガシー活用。 
〔課題〕ボランティアマインドを身につ
ける取組が必要。 

・教科指導にとどまらず、学校行事
や部活動を通した組織的なボラン
ティアマインドの育成を図り、地域
の課題と連携を探求させる。 

生活指導 

1 

 
時間遵守の指導、挨拶の励行の徹
底、頭髪の染色、化粧や装飾品等
をさせない指導等、基本的生活習
慣を確立する。 

Ｂ 

〔成果〕生徒・保護者、教職員で校則
の見直しを継続し拡大生活指導部
会で共有。 
〔課題〕生徒保護者教員の基準共有
化。指導の格差解消。 

・学校全体として取り組む意識を高
めるとともに、教員ごとの指導根拠
の温度差を解消する手立てが必
要。 

2 

 
授業規律をはじめとした学校生活
のルール・マナーを遵守させるた
め、生活指導を全校体制で行う。 

Ｂ 

〔成果〕チャイム始業・終業は徹底さ
れ、規範意識の向上に繋がってい
る。 
〔課題〕遅刻常習者への対応。 

・時間を守る習慣を主体的に定着さ
せるさせる。 
・生活指導部と学年が生徒の主体
的な規範規律意識の効果的な指
導。 

3 

 
いじめや体罰は絶対にさせない見
過ごさない校内体制を構築し、生
徒や保護者に安心・安全な学校生
活を保障する。 

C 

〔成果〕ＳＮＳルールを徹底し、セーフ
ティ教室を実施して、モラルとマナ
ーの向上指導を継続。 
 
〔課題〕いじめの継続した研修を実施
し、教員の意識格差の解消。 

不適切な指導や対応の理解を深め
今後も、継続した研修を実施し、
「見極めて育成する指導」を職員体
制で体罰根絶に取り組んでいく。 

特別活動 
部活動 

1 

 
 
部活動を奨励し、第１学年において
全員が部活動に所属し、積極的に
活動する指導体制を構築する。 

Ｂ 

〔成果〕第１学年全員加入は推奨、部
活動加入率は、学校全体で87.5％
に下降している。女子バレーボール
部関東大会出場 
 
〔課題〕部活動ガイドラインの理解遵
守。保護者への周知理解と事故防止
対策指導が不十分ある。 

各部活動の特性により、活動する
機会をより多く提供できるよう環境
を整え、積極的に効率的活動を目
指していく。日常の学習と学校行事
と部活動にメリハリをつけさせる。
部活動ガイドライン、事故防止対策
周知徹底 

2 

 
学校行事や委員会活動を充実さ
せ、社会性や帰属意識の育成を図
るとともに学校内外に貢献する姿勢
を醸成する。 

Ｂ 

〔成果〕生徒主体による実行委員形
式の学校行事や生徒会・委員会活動
が積極的に活動している。 
 
〔課題〕行事の意義と質を高めること
が課題である。 

・生徒主体の活動機会を増やすとと
もに、学校外での活動に積極的に
参加させ、社会性を育成する。 

・文化行事企画枠の検討 

防災教育 
安全教育 

 

1 

 
災害から自らの命を守るために必
要な「自助」の能力を身に付けさ
せ、地域で助け合うなど「共助」の
精神を育成する。 

Ａ 

〔成果〕避難所設置運営訓練として避
難所運営ゲームによるシミｭレーショ
ン訓練となった。生徒・職員の危機
管理意識の高揚。 
〔課題〕地域共助の連携した防災訓
練の充実を図る。 

・関係機関や地域連携を強化し、
「自助」「共助」の意識の醸成を図っ
り、より実践的な訓練を定着させる 

・防災訓練のより実践的な取り組み 

2 

 
学校安全計画年間指導計画に基
づき、登下校時の交通安全と災害
等に対応した安全指導を推進す
る。 

C 

〔成果〕生活指導部を中心として、指
導が行われ、大きな事故は発生して
いない。自転車交通安全教室実施
による意識啓発 
〔課題〕登下校時の事故、特に自転
車通学者事故対策。ヘルメット着用
義務の徹底 

次年度以降も登下校時の安全指導
の充実を図っていく。特に、自転車
ヘルメット着用の定着指導。 

・自転車安全教室アプリの導入 

・SNS安全教育、薬物乱用教室 

 
体力向上 
健康増進 

 

1 

 
体育授業、部活動、学校行事等あ
らゆる機会を捉えて、体力及び運
動能力の向上を全校で取組む。 

Ｂ 

〔成果〕オンラインを活用したからだ
つくり運動及び持久走に取り組ん
だ。 
〔課題〕改築改修工事に伴う施設使
用制限。運動部活動、行事の場の確
保。授業部活動の事故防止 

改築改修工事に伴う使用施設制限
下で、水泳授業の復活。の環境を
整え、体力向上と事故防止の取組
み徹底。 

2 

東京都体力テストの結果を踏まえ、
普段運動をする習慣のない生徒
に、効率的に運動量を確保する取
組みを推進する。 

Ｃ 

〔成果〕実運動の絶対量の不足。 
オンライン授業と組織的な活用の向
上。 
〔課題〕学校全体として行事等を通じ
て、体力向上を図る。 

体力テスト結果の共有による体力
向上の意義を理解させ、取組みの
充実を図り、東京都体力テストの平
均値を上回る種目を増やす。 

3 

 
生活習慣病に対する知識や対処を
学び、がん教育を推進する。感染
症防止対策を徹底し、健康な生活
を維持する。 

Ａ 

〔成果〕３学年にがん教育の意思を講
師として招聘し、生活習慣病につい
て理解を深めた。また女性のからだ
とLGＢＴＱについても産婦人科医講
師による講義を実施した。 
〔課題〕女性の体とLGBTについての
理解を推進する。 

・各教育活動全般において、健康
管理や性的マイノリティへの理解を
推進する取り組みを実施する。 

・歯科検診指導 

 
 
募集広報 
 

1 

 
ホームページの学校紹介分野を充
実させる。学校から地域・保護者等
への最新の情報発信に努める。 
 

Ｂ 

〔成果〕更新回数１４８回 
 
〔課題〕タイムリーな更新とホームペ
ージレイアウトの改善。 

次年度もタイムリーな更新を行い、
きめ細かな情報発信に努めるととも
に、ＨＰ運営の組織化を図り、内容
を充実させる。 
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2 

 
 
本校を第一志望校として目指しても
らえるよう、部活動等の広報や、中
学校との連携事業を推進する。 
 

Ａ 

〔成果〕新校舎での学校説明会倍の
高倍率学習塾等説明会実施による
情報共有。HP更新と新レイアウト 
〔課題〕中学校及び塾等との情報共
有につとめ、ニーズを把握する。 
 

・系統性のある進学指導の充実 

・新校舎改築工事に向けて、多摩
地区中堅進学校へ特色化推進によ
る外部への情報発信を一層強化す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学校経営 
組織体制 
 
 
 
 

1 

 
教科主任会を定例化し、教科会に
おける学習指導を組織的、効率的
に実施する。 
 

Ｃ 

〔成果〕教科主任会と教科会をリンク
した月例実施により、適切な教育課
程の進行管理及び進路指導の連携
した立志塾体制が充実した。 

〔課題〕学力到達度の共有と模試分
析を活用した教科指導力向上。 

模試分析会の3教科内フィードバッ
クと活用、英語力の到達度分析に
よる活用、国公立大学難関私立大
学希望者の学力向上策「立志塾」年
間講習指導計画の作成。 

2 

 
 
各種会議や委員会を定期的に開催
し、課題解決を図る。 
 

Ｂ 

〔成果〕新校舎会議室タイムス無線ラ
ンの構築による会議資料の節約と対
面会議。テレワークの推奨と 

学年会水曜放課後確保 

〔課題〕打合せや諸会議のオンライン
化による有効活用。水曜日以外に会
議研修等の設定による委員会開催 

・企画調整会議資料の電子化 

・更なるデジタル化の推進による情
報の流通促進と共有化の向上 

・拡大分掌部会・学年会の定例開催
の確保及び各部との連絡会実施 

3 

 
 
教師、生徒における暴力行為や暴
言、すべての体罰の根絶を図る。 
 

Ｂ 

〔成果〕学校としての最重要課題とし
て、研修と指導を通じて全教職員で
取組むことができた。 

〔課題〕教師同士が防止する職場風
土づくりと不適切な言動による指導
の改善 

・アンガーマネジメントや生徒理解
を進める研修会の実施 

・服務事故実践事例による態様の
把握による意識向上による組織的
防止対策の取り組み 

4 

 
教育相談委員会を設置して、スク
ールカウンセラーとの連携を密に
行い、問題の共有化による組織的
な課題解決を図る 
 

Ａ 

〔成果〕教育相談委員会の随時開催
SC、養護教諭、当該学年との連携向
上。生徒ケース会議による組織的な
迅速対応。生徒ケースの共有化 

〔課題〕多様な学習ニーズによる質の
高い学びの実施体制。 

・コーディネーターの位置づけと役
割の明確化による実質的な役割。 

・特別支援学校のセンター的機能
を充実させたネットワークづくり 

・ＳＣによる発達障害等本校の特別
支援教育校内研修会 

5 

 
ＩＴ推進チームを核にデジタル化を
推進し、統合型学習支援システム
を活用する。「生徒一人一台情報端
末機器」の組織的な有効活用 

Ａ 

〔成果〕全教室及び不登校生徒のオ
ンライン学習を実施可能な環境整備
による実施 

〔課題〕生徒一人一台情報端末の活
用充実 

・不登校生徒等に対応する授業行
事等のオンライン配信または通信
教育等の組織的なデジタル化推進 

6 

 
 
経営企画室の業務進行管理を機能
的に行い、都民の信頼に応える。 
 

Ｂ 

〔成果〕情報管理及び役割分担の複
数体制の改善徹底。 

〔課題〕改築や校舎移転、予算執行
等、より一層の連携充実を図る。 

 

業務の進捗管理、連絡及びチェッ
ク体制の強化を図るとともに、教育
職と行政職の一体感をより高め、経
営参画を強化する。 

 


